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Phase OneがCapture One 20を発売します
最強の写真編集ソフトウェアが、ユーザーのフィードバックを反映し、さらにダイナミックで直感的かつ機敏に進化し、かつてないほど優れた仕上がりとなっています。
コペンハーゲン、2019年12月4日：写真編集ソフトウェアの世界で先駆的存在であるCapture Oneは、ソフトウェアの最新バージョンであるCapture One 20の発売を開始します。
Capture Oneのこの最新の開発による進化は、Capture Oneコミュニティからのユーザーフィードバックを念頭に置いて、新しい処理能力と重要なワークフローの強化を備えた洗練されたデザインを提供することをひたすら目指してきました。堅固かつ新しい機能が多数備わり、強力なカラーエディターやノイズ低減ツールなど、すでにクラスをリードする機能スイートがさらに改善されています。これらの進化はすべて、ユーザーからのインプット、そして要求を満たし、そしてそれを上回るものを提供するというCapture Oneのコミットメントから生まれています。
高い応答性のツールと新機能により、あらゆるレベルのクリエイターが、各ユーザーのニーズに合わせてカスタマイズできる時間節約型ワークフローで、RAWファイルから美しい画像を加工することができます。Capture One 20は、非常に直感的で機能的なインターフェイスと相まって、新しいユーザーにとってこれまで以上に扱いやすくなっており、日常作業がより便利で効率的になります。でも、これまで通り妥協は許しません。
 「クリエイターができる限り容易に最高の写真を仕上げられるよう、コミュニティからのフィードバックを大いに取り入れCapture One 20を開発しました。」と、Phase Oneのソフトウェアビジネス担当副社長であるJan Hyldebrandt-Larsen氏は述べています。「革新的な新機能、そして彼らが求め、必要とする機能を開発することを特徴とした、シームレスな写真編集体験を提供することによって、彼らをサポートすることが当社のコミットメントです。Capture One 20の発売は、私たちにとってエキサイティングな瞬間であり、クリエイターと協力し合って仕事を続けていくことを楽しみにしています。」
Capture One Pro 20の最新情報はこちら：www.captureone.com/20
Capture Oneの詳細はこちら：www.captureone.com
Capture One 20の新機能とツール
Capture One 20には一連の新しい特徴や機能が備わっており、Capture Oneチームは、新しい機能やカメラプロファイルの作成を超えた長期的なサポートをユーザーに提供することに専念していきます。これは、ソフトウェアのすべての側面を常に評価し、すでに存在する機能、さらには非常に愛用さている機能を改善していくことを意味します。
すべての新しいアップデートと機能の詳細については、付属文書を参照してください。
ノイズ低減  
高ISO感度で撮影すると、これまでにないようなカラーとディテールを保持できます。ノイズ低減の改善により、高いクオリティのイメージで編集を始めることができます。  
基本カラーエディター  
コンパクトで使いやすい新しい基本カラーエディターを使って、カラーを瞬時に編集できます。 写真の任意の場所をクリックしてドラッグすると、色相、彩度、明るさを調整したり、直感的なスライダーで編集したりできます。これまで以上にパワフルになったアドバンスドカラーエディターとスキントーンツールを使うと、より詳細な制御ができます。  
ハイダイナミックレンジツール  
新しいハイダイナミックレンジツールで、コントラストとトーンをさらに活用できます。 すべて1つのツールで、ハイライトを復元したり、シャドウをさらに暗くしたり、ブラックをより暗くしたり、写真の最も明るい部分をより明るくしたりできます。 
クロップツール  
新しいクロップツールの分かりやすいハンドルを使って、クロップを簡単に視覚化し、変換できます。中央からすぐにクロップし、クロップした部分を回転させるか、モディファイアキー(修飾キー)を使ってアスペクト比をロックできます。  
	スクロールツール  
すべてのツールを簡単にスクロールし、お気に入りを一番上に固定してすぐにアクセスできるようにすることで、すばやく直感的に作業を行えます。  
レイヤーとマスクのコピー 
目的の写真(異なるフォーマットとサイズの写真を含む)の現在のレイヤーを置き換えることなく、写真間で特定のレイヤーを簡単にコピーできます。  
DNGファイルのサポート  
DNGファイルをキャプチャするすべてのカメラモデル、ドローン、スマートフォンから最も正確なカラーと鮮明なディテールを取得できます。  

インターフェース  
小さなアップデートでワークフローに大きな変化をもたらします。アイコンにテキストを追加したことで、ツールがすぐに見つけられ、マスクツールに簡単にアクセスできるようになり、調整クリップボードもシンプルになりました。さらに、高解像度のサムネイルに設定したり、ワンクリックでビューアのバックグランドカラーを調整したりできます。 
キーボードショートカット   
拡大、フル スクリーン、フォーカスマスクなどの新しいデフォルトのショートカットを使用して、より高速に編集できます。加えて、ショートカットをカスタマイズして、理想的なワークフローを作成できます。   
新たなカメラとレンズのサポート
Capture Oneは、最も正確で強力な画像編集をユーザーに提供します。また、広範囲にわたるカメラとレンズのサポートがこのソフトウェアの特徴です。愛好家とプロのどちらのためにも、Capture Oneは最新のカメラとレンズを取り扱えるよう絶えず進化しています。
Phase Oneは、各カメラのRAW形式を慎重に評価および解釈し、他のプログラムでは認識できないより多くのニュアンスを引き出しながら、Capture Oneが最大限の忠実性で画像を表示できるようにします。
現在、Capture Oneは500を超えるカメラのRAW形式のサポートを提供していますが、同様に500を超えるレンズのプロファイリングと画像補正サポートも提供しています。RAWファイルの解釈と同様に、Phase Oneでは、サポートされている各レンズの光学特性を慎重に測定し、さまざまな設計のさまざまな光学的欠陥を補う補正アルゴリズムを構築します。結果として、Capture Oneは、サポートされている各レンズに必要なビネットや色収差などの多くの一般的な光学的問題を修正でき、可能な限り最高の画像を提供します。そして、常に最新カメラ本体とレンズのサポートを追加しています。
新しいカメラのサポート：
· オリンパスE-M5 III
· キヤノン EOS M6 II
· キヤノンEOS 90D
· ライカV-LUX 5
· ペンタックスK-1 II
· リコーGR III
· パナソニックLUMIX（ルミックス）S1H
· ニコンZ 50
· 通常のGoPro RAWサポート
新しいレンズのサポート：
· ローデンシュトック　２３ｍｍ　IXU
サポートされているカメラの全リストを確認するには、次に移動してください。  www.captureone.com/features/supported-cameras
価格と供給状況
Capture Oneは複数のバージョンをご用意しています。Capture One Pro 20は、あらゆる主要カメラブランドのカメラをサポートし、Capture One Pro 20 (for Sony)およびCapture One Pro Fujifilm 20は、それぞれこれらのブランドのカメラをサポートしています。
Phase Oneは、ソフトウェアの入手方法に関してお客様に選択していただけることを重視しており、Capture One Pro 20でも購入またはサブスクリプションをご利用いただけます。Capture One Pro 20の永久ライセンスは、299 USD/349 EURでご利用いただけます。以前のバージョンからのアップグレード価格は159 USD/169 EURからとなっています。Capture One Pro (for Sony)およびCapture One Pro Fujifilmは、129 USD/149 EURでご利用いただけます。
サブスクリプション版をご希望の方には、Capture One Pro 20は月あたり15 USD/18 EURの低価格プランをご用意しています。Capture One Pro (for Sony)およびCapture One Pro Fujifilmのサブスクリプションでご利用可能なプランは、月あたり8 USD/9 EURからです。
製品とライセンスオプションの完全な一覧は、www.captureone.com/store をご覧ください。
Capture One 20の無料トライアルは、30日間すべての機能をお試しいただけます。トライアル版のダウンロードはこちら： www.captureone.com/download
付属文書：
新開発の基本カラーエディター
カラーエディターの「基本」タブが再設計され、よりコンパクトになり、同時に以前よりも多くのオプションが提供されています。2種類の追加の色範囲が加えられ、スペクトルが6つから8つの範囲に分割され、それぞれカラーパッチから使用でき、グラデーションカラーを表示してその効果を示すスライダーで調整ができます。さらに、基本カラーエディターがレイヤーで機能するようになりました。
ダイレクトカラーエディターは、基本カラーエディターの新しいカーソル ツールです。画像の任意の場所をクリック/ドラッグし、対応するカラーを変更できます。ドラッグ時の動かす方向によって、変更するスライダーが決まります。第3のオプションは、ALTキーでご利用いただけます。感度も調整可能です。
範囲を変更する必要がある場合、スペクトルは(…)ボタンから利用できます。スペクトルに加えられた変更は、スライダーのカラーパッチとグラデーションに反映されます。
(新機能)クロップツール
新しいクロップツールは、Capture Oneに実装されている最新式のクロップツールであり、最も分かりやすく、使い勝手が良くなっています。
Capture One 20は、新しいハンドルのおかげで、切り抜きのエッジがさらに見やすくなり、クリップがより簡単になりました。新しい修飾キーも導入され、中央からのトリミクング「ALT」および現在のアスペクト比のロック「Shift」が可能になりました。さらに、切り抜いた角の外側にカーソルを移動するか、修飾キー「CMD/CTRL」を使用すると、フリーハンド回転にアクセスできます。要求に応じて切り抜きツールの使用中に「リターン/エンター」キーを押すと、パンカーソルツールに切り替わり、画像がトリミングされた状態で表示されます。
これらはすべて、既存のクロップツールに基づいており、ユーザーはアスペクト比や特定のクロップサイズを値で設定するなど業界標準機能を実行できますが、 PSDファイルを使用する場合のPhotoshopパスとして、Capture Oneがクロップアウトラインと次元を埋め込むパスにクロップすることもできます。レンズの歪みを自動で切り取り、切り抜きグリッドを標準から黄金比、フィボナッチスパイラルなどの特殊なグリッドに変更します。
(新機能)ハイダイナミックレンジツール
ハイダイナミックレンジツールは、色調範囲に沿った主要なディテール領域のリカバリーとコントラストを目的としています。これまでCapture Oneのハイライトとシャドウは、シャドウまたはハイライトを増幅する方法なしにリカバリー方向に厳密に移動できるスライダーを介して制御されていました。
Capture One 20は、ホワイトポイントスライダーとブラックポイントスライダーが追加されたハイダイナミックレンジツールに新しい、改良および拡張された機能セットが備わり、すべてのスライダーが中央でゼロになり、左また右へと移動でき、シャドウとハイライトからディテールをリカバリーするか、それらを誇張してコントラストを高められます。
迅速かつ簡単な方法でコントラストを微調整できる、ハイダイナミックレンジツールがこれまで以上に強力になっています。これは、高速ワークフロー用であり、レベルとカーブを使用して達成できる、より高度な制御を補完するものです。
(新機能)ノイズ低減
Capture Oneにおけるノイズ低減アプローチがカスタマイズされました。すべてのカメラが各ISOに対して独自のノイズ低減を備え、Capture Oneはサポートされている各カメラに対して最適化されています。
Capture One 20では、パフォーマンスを改善する目的で、ノイズ低減ツールが再設計されました。輝度ノイズとカラーノイズの2つの面でノイズに対処し、Capture One 20はパターンとエッジの認識を改善します。より優れたカラーノイズ低減、適用量スライダーからのより大きな影響、および高ISOで撮影された画像の強力なノイズ低減を実現しています。より高いレベルのノイズ低減とディテールの維持のみならず、高い色精度も実現します。これは特に結婚式、イベント、コンサートなどの低照度撮影に役立ちます。
インテリジェントなツールです。デフォルト設定では、ISO設定に基づくノイズ低減効果が提供されます。このため、Capture One 20は、ノイズ低減を調整しなくても、満足のいく結果が可能となります。
(新機能)スクロールツール
再設計された「ツール」タブナビゲーションにより、より迅速かつ直感的に作業しやすくなり、ユーザーはすべてのツールを簡単にスクロールし、お気に入りに素早くアクセスできます。 
上で説明されているように、すべてのツールタブには2つのセクションがあります。固定セクションとスクロール可能なセクションです。Capture One 20の新しいデフォルトのワークスペースには、両方のセクションに分かれたツールがあり、その狙いは、下にスクロールしながらツールタブの上部にツールを固定できるようにすることです。
ツールは、ドラッグするか、ツールのサブメニュー(…)を開いて「ツールを固定/スクロール可能な領域に移動」を選択することで、2つのセクション間で簡単に移動できます。 
必要に応じて、たとえば、ユーザーはすべてのツールを固定領域に配置して、Capture One 20を以前のバージョンと同じように効率的に機能させることができます。
(強化機能)外観とインターフェース
Capture One 20を使用すると、クリエイターはラベルを使用してツールをより簡単に認識し、ドロップダウンメニューで即座にマスキングツールにアクセスし、ワンクリックでビューアの背景色を調整できます。さらに、再設計されたホワイト バランス ピッカーなどにより、ユーザーはさらに高い精度と一貫性を達成できます。
[bookmark: _GoBack]
(強化機能)画像カリング  
画像の並べ替え時、キーストロークを最大50％節約します。評価またはタグ付けの際に「次への切り替え」を有効にして次の写真に自動的に移動します。セットで動作するため、複数の画像を同時に簡単に確認し、大きなプロジェクトを簡単に管理できます。 
 (強化機能)レイヤーのコピー/適用の改善 
Capture One 20は、より柔軟でレイヤー重視のワークフローを実現します。以前はすべての画像をコピーするか、何もコピーしないという選択しかできませんでしたが、他の画像にコピーするレイヤーを選択できるようになりました。さらに、他の画像に適用されるレイヤーは、既存のレイヤーを置き換えるのではなく、そのレイヤーの上に追加されるようになりました。
異なる次元の画像間でもレイヤーをコピーして適用できるようになり、たとえば、ワークフローの合理化がはるかに容易になりました。複数のカメラが使用され、Stylesがレイヤーに適用されます。
(強化機能) DNGファイルのサポート 
DNGファイルには、あらゆる形状とサイズのものがあります。Capture Oneがカメラモデルをサポートしている場合、作成されるDNGファイルの色は、カスタムプロファイルで個別に調整されます。Capture One 20では、サポートされていないカメラモデルのDNGファイルでも見劣りすることはありません。これにより、DNG形式でキャプチャーするすべてのスマートフォン、ドローン、カメラモデルの優れたカラープロファイリングが可能になります。
(新機能)次の項目を選択する 
結婚式やその他のイベントなど、大量の並べ替えを伴う撮影では、Capture One 20を使えばカリングがさらに簡単に行えるようになりました。画像を星評価あるいはカラータグ付けすると、次の画像への自動切り替えが可能になりました。これらは個別に切り替えることができます。「選択」> 「次の項目を選択する」で新しい機能を検索します。
この機能は、セット(複数画像の選択)でも機能します。複数の画像を選択し、「選択されたバリアントの編集」を無効にします。星による評価またはカラータグ付けの場合、セレクションはセットの中で移動し、最後の画像が評価されると同じサイズの次のセットに切り替わります。6
ユーザーエクスペリエンス全般の改善 
(新機能)あらゆるバリアントのライセンスキー 
Capture One 20を実行するには、すべてのバリアントでライセンスキーが必要です。Capture Oneは、ライセンスキーに基づいてバリアントを自動的に検出するため、起動画面で正しいバリアントを選択する必要がありません。
(強化機能)調整クリップボードの改善 
「調整された項目を自動選択する」を有効にしてクリップボードに調整をコピーすると、調整のないグループが折りたたまれ、他のバリアントに貼り付けるときに含まれる内容のより明確な概要が提供されます。
(新機能)ツールバーのテキストとアイコン 
ツールバーのアイコンにはデフォルトでテキストが表示され、インターフェイスがさらに分かりやすくなりました。これは、ツールバーを右クリックしてオンとオフを切り替えることができます。
(強化機能)ブラウザサムネイルの解像度 
ブラウザサムネイルの解像度が50％向上しました。
(強化機能)ホワイト バランス ピッカー 
ホワイト バランス ピッカーは、はるかに高い一貫性を実現するために再設計されました。以前は、結果が画像のノイズによって異なる場合がありました。
Phase OneとCapture Oneについて
Capture Oneは、受賞歴のあるプロが選ぶ写真編集ソフトウェアです。Capture Oneのソフトウェアは、あらゆる主要カメラブランドをネイティブサポートしており、迅速かつ強力なRAW変換、画像編集、アセット管理を提供します。Capture Oneは、高い応答性の処理エンジン、比類なきカラー処理、正確な編集ツール、シームレスなテザーサポートを備えています。

Capture Oneは、プロのカメラマン向けの中判デジタルフォトグラフィシステムと画像ソリューション、およびCultural Heritageと産業ソリューションの世界的大手メーカーであるPhase One A/Sが開発を手掛けています。1993年に設立されたPhase Oneは、世界初の100MPカメラシステムからCapture Oneの高度なイメージングワークフローまで、複数のブレークスルーを含むデジタルカメラシステムとイメージングソフトウェアの分野を開拓してきました。

Phase Oneは、中判カメラシステムのサプライチェーンのあらゆる側面を制御することで、写真家やイメージングの専門家が競合から際立ち、妥協することなく創造的なビジョンを実現できるよう支援する独特な立場にあります。

デンマークのコペンハーゲンに拠点を置き、ニューヨーク、東京、ケルン、上海、テルアビブにオフィスを構えるPhase Oneは、このグローバルパートナーの専門家チームを通じて、あらゆるお客様に比類のないレベルのサービスとサポートを提供することに専心しています。
Phase OneおよびCapture Oneは、Phase One A/Sの登録商標です。その他のブランド名または製品名はすべて、それぞれの所有者の商標または登録商標です。

詳細はこちらからご確認ください。

Capture One：www.captureone.com
Phase One：www.phaseone.com
Facebook：www.facebook.com/CaptureOnePro
Instagram：www.instagram.com/CaptureOnePro
YouTube：www.youtube.com/CaptureOneProDK 
LinkedIn：www.linkedin.com/company/capture-one/

編集者の方々へご注意：
製品レビュー用のNFRライセンスをレビュアーズガイドとともにリクエストする場合は、グローバル広報担当マネージャーのNadia Julie Frobergにお問い合わせください。njf@phaseone.com
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